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袴田事件経過表（第 2 次再審請求～再審無罪後） 

1981/4/20  巌さん、第 1 次再審請求。 

巌さん、同衆の死刑執行を知り、拘禁症から精神に変調を来す。

以後、誰との面会にも応じなくなる。 

保坂展人社民党衆議院議員（当時）が拘置所に事情聴取するなど

面会に奔走。ひで子さんと共に面会を果たす。 

https://www.dailyshincho.jp/article/2023/03061101/?all=1&page=3 

2003/3/?   森山真弓法務大臣、法務委員会で「袴田さんは精神に異常を来し

ている」と答弁（議事録あり）。法§479Ⅰ 

2006/02/20  ひで子さん、巖さんの後見開始申立（静岡家裁浜松支部） 

→東京家裁へ移送

2008/03/24  最高裁第２小法廷が第１次再審請求の特別抗告を棄却（延々27年） 

04/25 ひで子さん、静岡地裁に第２次再審請求。 

06/27  東京家裁、後見申立却下。 

 12/09 東京高裁、却下決定を取り消し、差戻し。 

2009/03/02 東京家裁、ひで子さんを保佐人に選任＝第２次再審請求の請求人

要件整う（法§439Ⅰ③）←それまで審理ができず。 

※家裁の迷走には後見相当の審判が事実上死刑の執行停止となる

ことに躊躇した疑いあり（法§479Ⅰ）。 
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2010/05/28  第 1回３者協議。弁護団の証拠開示の申立に対し、検察官、検討

に３か月要すると回答。裁判所「できるだけ開示を」と勧告。 

2010/09/13 ３者協議で、検察側は弁護側が求めていた証拠の一部を開示（書証

28点）。◎ 

2011/08/23 静岡地裁（原田保孝裁判長）、「５点の衣類」のＤＮＡ再鑑定実施決定。 

2012/04/13 DNA鑑定で、弁護側推薦鑑定人、犯行着衣とされたシャツの血痕

と巖さんの血液のDNA型は一致しないと結論。検察側推薦鑑定人も

同じ結論(しかし後に鑑定書撤回)。 

2013/07/05 静岡地裁、静岡地検に証拠を開示するよう勧告。 

07/26 静岡地検、130点の証拠を開示。◎ 

   09/13 静岡地裁、「５点の衣類」についての証拠開示を地検に勧告。 

静岡地検、「存在しない」と開示拒否。 

2014/03/27 静岡地裁（村山浩昭裁判長）、再審開始と死刑＋拘置の執行停止を

決定★。法§448Ⅱ。←釈放は本邦再審史上初、拘禁期間は世界最長 

静岡地検、拘置の執行停止を取り消す職権発動の申立 

→裁判体拒否

静岡地検、拘置の執行停止の取消しを求め抗告 

03/28  東京高裁（三好裁判長）、拘置の執行停止の取消しの抗告棄却★ 

     03/31  静岡地検、開始決定に対し即時抗告。 
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09/10 東京高検、静岡地裁での再審請求審で「存在しない」としてきた

「５点の衣類」発見直後のカラー写真のネガ約 93枚を開示。★ 

2015/01/30 東京高検、昨年静岡県警で見つかったとされる袴田巖さんの「取り

調べ録音テープ」（オープンリール 23巻）＋書証 28点を開示。★ 

その中で弁護士との接見が盗聴録音されていたことが判明。 

開示された証拠は地裁分（130＋α）を含め６００点に及んだ。 

12/07 即時抗告審で東京高裁（大島隆明裁判長）、弁護団が反対する中、

再審開始決定の根拠となったDNA鑑定の検証実験を決定 

2017/06/11 DNA鑑定の検証実験について、東京高裁が嘱託した検察側推薦 

鈴木廣一・大阪医科大教授が最終報告書提出。 

09/26-27 DNA鑑定に関し、本田克也・筑波大教授と鈴木廣一・大阪医

科大教授の証人尋問（対質）実施。 

2018/06/11    東京高裁、再審開始決定を取り消す 

06/18   弁護団、最高裁に特別抗告 

2019/12/22 最高裁、著しく正義に反すると東京高裁決定を取り消し、差戻し 

（取消しは全員一致、差戻しは 3：2） 

2022/08/1～2，5 清水、奥田、宮西、近藤、石森各教授の証人尋問 

11/01  東京高裁、検察官のみそ漬け実験を自ら見分（黒褐色化を確認） 

12/05  東京高裁、巖さんと面会し意見聴取。刑訴規則§286 

2023/03/13  東京高裁決定（検察官の即時抗告棄却） 
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03/20  検察官、特別抗告断念 

04/10  静岡地裁、第 1 回打ち合わせ協議（ひで子さん補佐人の届出§42） 

07/10 検察官、有罪立証方針を表明◆ 

2023/05/29  静岡地裁、浜松支部で巖さんと面会（規則§286、法 285Ⅱ後段）。

その後、出頭免除を決定 

10/27  第 1 回再審公判 

2024/03/25~27  第１０～１２回再審公判 

鑑定人ら証人尋問（清水・奥田・石森・池田・神田） 

27 日は対質 

/05/22   第１５回公判（結審）検察官死刑求刑、弁護人無罪弁論 

/09/26 判決公判（無罪） 

/10/08   畝本検事総長談話→弁護団、抗議 

/10/09 上訴権放棄書提出 

/10/10   検察官、浜松区役所に無罪判決の通知→選挙人名簿登載 

/10/21 静岡県警本部長、謝罪 

/11/27 静岡地検検事正、謝罪 

/11/15 無罪判決の公示（官報） 
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